
沖縄県公安委員会定例会会議録

令和４年３月17日(木)、沖縄県公安委員会定例会において、沖縄県警察から次の事項につい

て報告があり、これを受けて審議等を行いました。

今週のトピック

警察から「令和３年度大学生少年サポーターへの感謝状贈呈について」 の報告があり

ました。

１ 質疑等

(1) 令和４年４月中の行事予定について

警務部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「新型コロナウイルス感染症対策で規模が縮小され、入校式に家族が出席

できないことは残念なので、代替措置を考えてもらいたい。」旨の意見がありました。

(2) 令和４年度警察費当初予算の概要等について

警務部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「予算の確保はますます厳しくなると思うが、必要なところに必要な経費

を措置するための日々の努力と、予算措置され、得られた成果を「見える化」する等、予算

確保に向けた努力を続けてもらいたい。」旨の意見がありました。

(3) 風俗営業所への行政立入り特別強化期間の実施結果について

生活安全部から前記事項について、「一部のゲーム喫茶店や風俗営業所、居酒屋等にジ

ャックポットと呼ばれる賭博性の高い小型卓上ゲーム機が設置され、県民の経済観念と清

浄な風俗環境に悪影響を及ぼしかねない現状があることから、賭博ゲーム機の一掃を目

的に、臨時の行政立入りを実施した。」旨の報告がありました。

公安委員から「対象の店舗数が多い。既に廃業しているなど実態と合っていない状況も

あるようなので、解明を進めてもらいたい。」旨の意見がありました。

(4) 令和３年度大学生少年サポーターへの感謝状贈呈について

生活安全部から前記事項について、「中学生に対する学習支援や居場所づくり等積極的

な活動を行った大学生少年サポーターのうち、今春、大学を卒業する10人に対し、感謝状

を贈呈した。」旨の報告がありました。

公安委員から「学習支援等に活動してくれた大学生がこんなにいると聞いて嬉しくなっ

た。この活動をＳＮＳで発信する等、多くの人の目に触れるような機会があると良いと感じ

た。刺激を受けて活動する大学生が増え、それによって勇気を持つ子どもが出てくるとい

う好循環が生まれると良いと思う。サポーターをする学生は、警察官に向いていると思う

ので、是非とも警察官採用募集に向けて働きかけをしてもらいたい。」旨の意見がありまし

た。

(5) 駐在所勤務員の地域に密着した活動について



地域部から前記事項について、「本部警察署伊是名駐在所勤務の警察官が、関係機関と

連携し、小学校壁面への交通安全壁画の作成や、押ボタン信号機の横断歩道周辺の悪路

を舗装する等の通学路の環境整備の実施、また、人身事故発生現場における交通安全対

策の実施等、地域に密着した活動を行った。」旨の報告がありました。

公安委員から「人が少ない離島において、駐在の警察官は日常的に住民とコミュニケー

ションを取り、また、色々な人と連携しながら活動しているので、地域で信頼を得ている。

それが、地域の安全安心の高まりにもつながるので、駐在の活動はとても重要である。多

くの駐在所を抱える県警察にとって、駐在は県警察の魅力をアピールする良い素材なので、

何らかの形で取上げ、活動状況等の情報を発信してもらいたい。」旨の意見がありました。

(6) 竹富町長らによる公共事業をめぐる官製談合防止法違反・公契約関係競売入札妨害・加

重収賄事件の検挙について

刑事部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「宮古島の事件に続く、賄賂が絡む大きな事件であり、素晴らしい成果を挙

げた。職務の公正と誇りに対する信頼は社会の根幹であり、このような事件は、誰かが得

をする一方、真面目にやっても報われない人が出てくるものであるところ、警察の地道な

捜査により成果を挙げたことを高く評価する。」旨の意見がありました。

(7) 沖縄市との「連携基本協定締結式」の実施について

交通部から前記事項について、「県警察と沖縄市が包括的な連携のもと、交通安全の普

及・啓発活動等に関して相互に連携し、地域社会の発展と交通事故防止等への取組に寄与

することを目的として連携基本協定を締結した。」旨の報告がありました。

公安委員から「新しい取組として評価する。目に見える形で成果を出すことで、次につ

ながると思うので、これを活かして頑張ってもらいたい。」旨の意見がありました。

(8) 浦添市仲間における死傷者多数事故被疑者の検挙について

交通部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「痛ましい事故だった。長期に渡る地道な捜査、お疲れ様でした。」旨の意

見がありました。

(9) 国際テロ対策について

警備部から前記事項について、「官民一体となった国際テロ対策訓練として、沖縄水産

高校の漁業実習船を使用した訓練、宮古島市内のバス事業者とのテロ対応訓練を実施し

た。」旨の報告がありました。

公安委員から「官民一体となった訓練は警察としても大事なことだが、民間企業や市民

と一緒に訓練することで、県民の意識付けにもつながると考える。実際に体験してみない

と分からないこともあるので、当事者意識を持たせるという意味でも訓練は大切である。

引き続き、訓練の幅を広げていってもらいたい。」旨の意見がありました。



２ 本部長総括

本部長から「春期人事異動の内示をしたが、体制が変わるこの時期に、組織を挙げて確実

な事務引継ぎを行い、業務に間隙が生じないよう徹底したい。」旨の総括がありました。

３ 決裁・報告等（26件）

警備部

・ 警備情勢について

警備第一課・警務課

・ 特定秘密の保護措置の実施状況及び適正評価の実施状況について

警務課

・ 沖縄県警察の組織改編に伴う沖縄県公安委員会規則、沖縄県公安委員会規程の一部改

正について（９件）

・ 人事関係業務

交通規制課

・ 交通規制等の実施について

警備第二課

・ 警察職員の援助要求について

刑事企画課

・ 逮捕状を請求することのできる司法警察員の指定について

監察課

・ 監察関係報告（２件）

広報相談課

・ 保有個人情報部分開示決定に対する審査請求への対応について

・ 法定苦情の処理結果及び回答案について

地域課

・ 行政処分の実施について

生活安全企画課

・ 銃刀法施行細則の一部改正について

・ 行政処分関係説明

総務課

・ 法定苦情の結果報告について

・ 公安委員会定例会会議録の作成について

・ 公安委員会定例会会議録のホームページ掲載について

・ 公安委員会活動状況のホームページ掲載について

４ 決定・裁定（１件）

運転免許管理課

・ 自動車運転免許の行政処分について


